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問題意識

共同作業場の片付け、ゴミ処理が行われない

片付けるきっかけや片付けようとするモチベが必要



先行事例

中間スライドより

共通してこの二項目により片付けへの解決法を表している。

どれも習慣を直すこと、作業場に適応させることに向いてない

環境の変化
に気づく 変化した

環境を戻す



どう解決しようとしたか

片付けを促すことで片付け等の習慣を改善できると仮定

環境測定も行い、作業環境の改善を目的に設定

ロボットを用いて物理的に指示、催促

草案



機械の設計

机に置いて邪魔にならないサイズ

3dプリンタにより筐体を設計



モジュールになっているセンサ

必要なセンサをモジュール化

取り換え可能



カメラでゴミの放置を検出する方法

pythonのAIでゴミや放置物を検出



機械を親しみのある見た目にする方法について

当初の案では、ロボットが3Dプリンタで出しただけの無機質な状態

常に置くなら、親しみを持てる見た目にしたい

そこでぬいぐるみ型デザインを採用

ユニコーンとジュゴンのハーフ

綺麗なところを好むユニコーン
　　　　　　　　＋
人間の生活環境に影響を受けやすいジュゴン



デザインの展望

取り外し可能の着せ替え型にする

自分好みのキャラクターを選択



展望

様々な電子デバイスを併用

>USBアダプタを包含させる

人の空き状況や環境の確認

>リアルタイムでカメラから作業場が見れるようにする



まとめ

● 背景: 作業場が片付かない、片付ける習慣が無い

○ 事前調査: 片付ける、片付けさせる手法

● 提案手法: ロボットにより環境改善を促進

● 実験: 実証まで至っていない...
● 結果: —
● 展望: 作業場の自由さを広げたい

○ 社会的価値: 作業場の改善、片付けの習慣


